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Ⅰ　はじめに
　本稿では，近世後半から昭和初期までを対象とし，
草津温泉の開湯をめぐって，どのような歴史叙述が
行われてきたのかを跡づける。開湯伝説は，温泉と
いう具体的な場所と結びついて語られてきたもので
あり，その地域の人びとの歴史意識を反映したもの
といえる。地域の歴史を叙述することは，こうした
知識の共有や再生産につながり，歴史意識の形成へ
と向かう。
　歴史意識の形成に関する研究は，地誌編纂1）や由
緒論，史蹟論2）などと関係しながら展開してきた。
岩橋（2016）は，地誌と歴史意識の関係を論じた研
究については，近年，編纂者の意図の分析から書物
の受容・伝播といった読書論・読者論へと変化しつ
つあるとしたうえで，日光東照宮をめぐる歴史意識
を論じている。
　地誌とは，特定の地域の自然，社会，文化などの
地域性を記述したものである。草津に焦点をあてた
近世の地誌は残されていないが，1823（文政 6）年
には十返舎一九の『草津温泉往来』が刊行されるなど，
案内書が出されている3）。近代においては，群馬県
知事の訓令によって 1910（明治 43）年に編纂され
た「吾妻郡草津町郷土誌」がある。
　一方，日本中近世史の由緒論の総括と展望を行っ
た山本（2010）によれば，由緒論が活発に取り上げ
られたのは 1980年代末から 1990年代前半と 2000
年以降であるという。「由緒は，超歴史的に荒唐無
稽に語られるのでもなければ，事実を事実として忠
実に再現するのでもない」（山本 2010：20）。「近代
の由緒は歴史意識などの言説として定立する。言説
としての由緒は，将軍だけでなく天皇，あるいは神
話，伝承などとの関係が重要であり，民俗学や日本
文学などとの学際的な分析が望まれよう」（山本
2010： 22-23）との指摘は，本稿にとって示唆に富
むものである。
　歴史地理学の分野では，米家（1998）が吉野川上
流域の山村における嘆願書・由緒・旧記を検討し，
近世山村が自立と無税から語られる中世山村像を形
成し，共有する動きをみせたこと，その内容は必ず
しも史実に忠実だったわけではなく，特権を説明す
る方向に傾斜していた事実を導き出している。
　さらに，本稿は郷土史・郷土誌に関する研究とも
交わりをもつ。群馬県では，小学校の教科書として
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1877（明治 10）年に県域を扱った『上野国地誌概略』
が出版されるなど，郷土教育が進められた。そうし
たなかで，国定教科書の使用によって進んだ画一的
な教育内容に対して，郷土の理解を深め，郷土を発
展させることを目的とする教育の実際化・地方化の
ため，明治末期の市町村を単位として「吾妻郡草津
町郷土誌」などが各地で編纂されたのである（関戸
2002；2009）。
　由谷・時枝（2010）は，近代日本の郷土史にかか
わる論考を集めているが，近世・近代の連続と断絶
への注目は本稿の関心と共有している。
　本稿では，近世後期から昭和初期の由緒・案内
書・地誌などを取り上げ，そこにおける歴史叙述を
検討する。対象とするのは，草津温泉の在住者や関
係者の著作，草津鉱泉取締所が作成主体となった出
版物とし，一部は外部者の著述も参照する（表１）。
これらにもとづき，地域において形成された歴史意
識の特色とその変容について考察を行う。
表１　各種文献における歴史叙述で取り上げられる事項
刊行年・来訪年 書　　　名 著者・発行所などの書誌
?????? ????????????????
分量
宝暦 5年 1755 草津薬泉之記 巣萑子，自筆稿本，名古屋から草津までの道中記 ○
安永 9年 1780 草津湯泉游記 平沢旭山，儒者による紀行文，『漫遊文草』1789年に収録 ○
文化年間 1804-18 上州草津温泉浴法手引草 著 /霜田尚平，校 /神林英吉，刊本，草津の医師による入浴案内 ▽ ○
文政 6年 1823 草津温泉往来 撰 /十返舎一九，刊本，滑稽本作者による往来物 ○ ○
慶応元年 1865 草津繁昌記 堀秀成，写本，古河藩士・国学者による繁昌記
明治12年 1879 上毛温泉遊記 大槻文彦，紀行文，『復軒旅日記』1938年に収録 ○ ○ ○
明治13年 1880 上野国吾妻郡草津鉱泉療法一覧
著者 /出版人 /市川与平（草津），印刷 /成立社（前
橋市） ○ ○ ○ ○ 1枚
明治13年 1880 草津温泉の古々路恵 編輯 /出版人 /折田佐吉（草津） ○ ○ ○ ○ 10丁
明治17年 1884 上毛草津鉱泉独案内 著者 /出版人 /長井文靖（横浜），蔵版 /成美堂 ○ ○ ○ ○ 48頁
明治21年 1888 草津温泉誌 著作 /発行者 /湯本平内（草津），印刷者 /伊藤甲造（長野県上田町） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21丁
明治22年 1889 草津八勝 著作 /発行 /印刷人 /阿部善吉（東京市） ○ ○ ○ 12丁
明治25年 1892 上州草津温泉入浴略案内記 湯彦楼 大川角造（草津），印行 /中野活版石版印刷所 ○ ○ ○ ○ 12頁
明治28年 1895 上州草津温泉入浴略案内記 山本館 市川久三郎（草津），印行 /中野印刷所 ○ ○ ○ ○ 24頁
明治28年 1895 上州草津温泉入浴略案内記 発行者 /富永徳次郎（草津），印刷所 /中野印刷所（長野県中野町） ○ ○ ○ ○ 24頁
明治29年 1896 改正新版草津温泉案内 松野屋〆蔵（草津） ○ ○ ○ ○ 28頁
明治32年 1899 上毛草津温泉の歴史 石倉翠葉，『読売新聞』，7月 9日，11日，12日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
明治32年 1899 上州草津温泉入浴略案内記 日新館 湯本柳三郎（草津），印行 /中野印刷所 ○ ○ ○ ○ 24頁
明治38年 1905 上州草津温泉入浴略案内記 編輯 /発行者 /山田治衛門（東京市），印刷者 /山田市太郎（東京市） ○ ○ ○ ○ 13頁
明治38年 1905 上州草津温泉誌 著作 /発行者 /松永彦右衛門（東京市），印刷所 /博文館印刷所（東京市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 44頁
明治40年 1907 草津鉱泉療法 著述 /発行者 /下屋学（草津），印刷所 /秀英舎第一工場（東京市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 64頁
明治41年 1908 草津温泉 著作 /発行者 /萩原太一郎（群馬県長野原町），発行所 /草津鉱泉取締所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 149頁
明治43年 1910 吾妻郡草津町郷土誌 草津尋常高等小学校・草津町役場，手稿本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大正10年 1921 草津案内 著作 /発行者 /戸丸国三郎（東京市），発行所 /日本温泉協会代理部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 47頁
大正10年 1921 草津温泉案内　4版 著作者 /石田謙吉（草津），発行所 /草津鉱泉取締所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 66頁
大正11年 1922 風光明美草津温泉誌 著作者 /五十嵐治夫（東京市），発行所 /東京鉄道タイムス社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 174頁
大正12年 1923 草津温泉案内 著作 /発行者 /布施廣雄（草津），発行所 /草津鉱泉取締所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 91頁
昭和13年 1938 草津町史 著作 /発行人 /佐藤曾平（草津），印刷所 /吉本印刷所（高崎市） ○ ○ ○ △ △ △ 241頁
▽年代はあるが行基の名は欠落，△歴史ではなく他の箇所で言及
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Ⅱ　近世における歴史叙述
　草津の歴史叙述において，光泉寺の縁起を欠かす
ことはできない。その境内は草津のシンボル湯畑を
見下ろす高台に広がる。光泉寺境内には，1917（大
正 6）年建立の「行基菩薩当山開創　壱千弐百年紀
念之塔」があり，薬師堂は行基による開創と伝えら
れている。行基は奈良時代の僧で，布教活動ととも
に治水・架橋などの社会事業を行い，743（天平
15）年には東大寺大仏造営の勧進に加わったことで
知られる。行基による開湯と伝えられる場所は山代
温泉など各地にあるが，草津の近隣では渋温泉もそ
の一つである。
　光泉寺所蔵の「上野国吾妻郡草津温泉由来」は，
1200（正治 2）年と記されているが，近世に作成さ
れた文書である（萩原 1976：212-215）。開湯伝説
の基礎をなしていると考えられるので，まずこの文
書の要点をおさえておきたい。
　建久 8年，源頼朝が浅間山麓の三原野で狩りをし
ていた。土地のことをよく知る御殿之介を召し出し
尋ねていると，不思議なことに童子が現れて，これ
より辰巳の方向に熱湯が湧き出すと告げて消えた。
そこへ行くと広く平らなところがあり，茂った草む
らの大きな石に頼朝が座り，草を刈らせたところ，
たちまち温泉が湧き出した。案内の恩賞に，御殿之
介に湯本幸久の名を与えた。頼朝の座った石は，御
座の石，御座の湯と名付けられた。
　この文書では，源頼朝による発見を 1197（建久 8）
年としているところが他の史料と異なる。同じ光泉
寺が板行した「草津温泉奇効記」（年不詳）は，温泉
の由来を次のように記す（群馬県史編さん委員会
1980：894- 896）。
　元正天皇のとき，養老 5年，行基が東国巡行のみ
ぎり，当山に登り，医王善逝（薬師如来）の示現に
よって温泉に浴し，その効験を試み，初めて世人に
浴湯の法を教えたとき，これ 4月 8日という。これ
より歳月を追って盛んになる。建久 4年 3月，源頼
朝が三原での狩りのみぎり，温泉に浴した。その湯
を名付けて御座の湯という。いつの頃か，祠を建て
祀るようになり，これを頼朝の宮という。
　行基による開湯は 721（養老 5）年と一定で，4
月 8日は薬師堂の縁日である。
　「草津温泉奇効記」については，同時代の文献で
も言及されている。1780（安永 9）年に草津を訪れ
た平沢旭山が記した「草津温泉游記」には，薬師堂
に登り，「堂に奇効記を鬻
う
る。記陋
ろうせつ
拙にして取る可き
者罕
ま
れ也。……夷狄に存りては之を引くのみ」（山
田・萩原 1971：228）とあり，内容は拙く取る者も
まれだが，奇効記を求めたことがわかる。平沢は，
源頼朝が 1192（建久 3）年にこの湯に浴したことを
引用するが，行基に関する記述はない（表 1）。
　また，草津の医師であった霜田尚平が文化年間
（1804～18）に刊行した『上州草津温泉浴法手引草』
（関西大学所蔵）には，元正天皇のとき，養老に創り，
再び建久年間に源頼朝の入湯があって開け盛んにな
り，天正年中に近衛龍山の御詠があり今に残るとあ
る。本書では，養老に創りと年代を記しつつも，行
基の名が欠落している。しかしながら，巣萑子が
1755（宝暦 5）年に書いた「草津薬泉之記」には，「草
津ハ行基の一見候上に開き給ひし温泉なりと云」（大
平 2012：70）とあるので，行基にまつわる開湯伝
説は，18世紀半ばには存在していたといえる。
　近世後期の絵図には，上部中央の位置に，薬師堂
（1889／明治 22年に焼失）が大きく描かれており，
光泉寺（1901／明治 34年に薬師堂跡へ移転）はそ
の左に配されている（図 1）。刊行年が示されてい
る草津温泉の絵図では，1810（文化 7）年の「上州
草津温泉大図」が最も古く，その上部には，次のよ
うに記されている（／は改行箇所，読点を付加）。
　　当温泉は／人皇四十四代／元正天皇御宇／
　　養老五年／四月八日，行基／菩薩当山に／
　　登，温泉を試／給ふ，其後／建久年中／
　　将軍頼朝公／当国徏御／有て温泉に／
　　浴し給ふ，其湯／を御座の湯と／
　　名付て頼朝公／の御宮有，委ハ／
　　温泉記ニ有り／天正年中／近衛龍山公／
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　　御入湯有，御歌ニ／
　　▲里ハまた／紅葉の秋に／時しらぬ／
　　白根に今朝ハ／雪ぞふりけり
　近衛前
さきひさ
久（龍山）は，1554（天文 23）年 19歳で
関白左大臣となったが，のちに出家して龍山と号し
た。草津には 1587（天正 15）年に訪れており，龍
山が薬師堂に献じた和歌 10首が光泉寺に伝えられ
ている。それを刻んだ額は 1889年に焼失するまで
薬師堂の本堂に架けられていた（川合 1966：
91-94）。
　絵図では，紙面の一部に草津の歴史を記載するた
め，案内書と比べると，字数も限られる。図 1は例
外的に大きな判型であるが，行基，源頼朝，近衛龍
山の三者を挙げるものは，刊年が示された絵図では
1810年と 1812年の 2点のみである。筆者の調査に
よれば，1817（文化 14）年から 1856（安政 3）年
までの 13点の絵図においては，委しくは温泉記ま
たは由来記に有とあって，行基と源頼朝の二者にの
み言及している。
　こうした叙述は，1823（文政 6）年に刊行された
十返舎一九の『草津温泉往来』でも確認できる。本
書の「温泉之濫觴」には，行基が養老 5年 4月，登
山して，温泉を試み，そののち建久年間，源頼朝が
温泉に浴し，その湯を御座の湯という，頼朝の宮が
その傍らに今存する，と記されている。
　藤岡の国学者・富田永世が 1853（嘉永 6）年に編
んだ『上野名跡志』では，草津の歴史を次のように
考証している（富田 1901：初編下巻 38-40丁）。
　「草津温泉由来記」には，養老 5年に行基が浴し
て効験を試みたとある。行基は都鄙を周遊して衆生
を教化したので，ここにも来てそのようなことが
あったのだろうか。前上野志名跡考等に引かれる「草
津縁起」には，源頼朝が建久 4年 8月 3日に白根明
神の鳥居の前まで狩りに入ると硫黄の臭気があり烟
が立っており，その地の住人御殿助に叢を刈らせそ
の地を掘らせると，よき温泉が湧き出た。足利駒王
丸が病を試みると 7日で平癒した。自身も入浴した
ところ，心地よく，これは無双の温泉であると宣べ
て，その地を御殿助に与えたとある。また「東鑑」
には，建久 4年 3月 21日に下野国那須・信濃国三
原などの狩りに進発とあり，その次に那須の狩りの
事はあっても三原の狩りの事はみえない。三原の狩
りは「曾我物語」に記されているので，あったので
あろう。ただし，「東鑑」には 4月 28日に上野国よ
り還御とあるので，8月 3日というのは違えている。
　『上野名跡志』の「三原狩ノ事」の項では，「東鑑」
には三原の狩りについては記しもらしたのであろう
としており（富田 1901：初編下巻 31丁），富田は『吾
妻鑑』と『曾我物語』にあたって検討している。さ
らに，堯恵「北国紀行」により 1485（文明 17）年，
宗長「宗祇終焉記」により 1503（文亀 3）年，宗長「東
路裹」（筆者注，東路のつと）により 1509（永正 6）
年，それぞれが草津に立ち寄ったこと，1587年の
近衛龍山の草津入湯にも言及している。ただし，宗
祇が箱根湯本で没したのは，1502（文亀 2）年のこ
とで，文亀 3年という記載は誤っている。
　この源頼朝の三原野の狩りについて考察した萩原
図１　「上州草津温泉大図」（1810年，筆者蔵）
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進は，草津を訪れた年時については建久 4年 8月ま
たは 8月 3日という記載が圧倒的に多いが，建久 2
年，建久 8年と記したものもあり，一定していない
ことから，三原野に狩りに来たとしても，「草津へは
来ていなかったとも言える」と断定を避けている
（萩原 1976：220）。
　源頼朝による三原での狩りの叙述は『曾我物語』
にみえる（梶原ほか 2002：193-199）。これは曾我
兄弟の仇討ちを描いた物語で，14世紀後半から 15
世紀前半の成立とされている。そこでは，源頼朝一
行は，建久 4年 4月下旬に鎌倉を発ち，碓氷峠を越
えて信濃の沓掛の宿に入り，そこから浅間山北麓の
三原へと越えて，3が日逗留し，さらに大戸，三ノ倉，
室田などで狩りを行いつつ，利根川を渡って赤城山
に到着して 7日間逗留し，その後，下野国那須野に
向かっている（図 2）。ただし，草津の地名は『曾我
物語』にも『吾妻鏡』にもみえない。草津の近くま
で狩りに来たという物語にこじつけて，頼朝による
開湯伝説が形作られたのであろう。
　ところで『上野名跡志』において「草津縁起」の引
用元となっていた「前上野志名跡考等」とは，本書
の引用目録によれば『上野志』と『上野名跡考』の 2
冊を指していると判断される。「前上野志」とある
のは「後上野志」と区別するためで，『上野志』では，
源頼朝，堯恵，近衛龍山に言及されている（樋口・
今村 1917：102-104）。もう一つの『上野名跡考』は，
高崎藩士・富岡正忠が 1809（文化 6）年に著述した
ものである。「草津湯」の由来を，縁起の説によっ
て上記のように述べているが，これらの説は「拠に
足らずといへども，今こゝに記して後人の考を待つ
のみ」（富岡 1926：53）と，拠り所が十分でなく今
後の考証が必要としている。
　また，1865（慶応元）年に堀秀成が書いた「草津
繁昌記」には，草津のことを記した見聞誌，地理誌
図２　草津温泉周辺の近世の街道と関連地名
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のようなものは，薬師堂にて出す縁起と絵草紙屋に
て売る湯治記のほかにはないと貸本屋にいわれたと
いう挿話がある（大平 2012：208）。つまるところ，
近世においては，由来記，奇効記，縁起など，地元
の草津で書かれた歴史は，細部については異同があ
りつつも，行基と源頼朝による温泉の発見と利用が
核心をなしていたといえる。
Ⅲ　明治期における歴史叙述
　明治初めは，案内書や絵図を見出すことができな
い。その背景には，草津の街をほぼ焼き尽くした
1869（明治 2年）の大火があり，復興途上のあいだ，
出版活動が停滞したためと考えられる。1879（明治
12）年，大槻文彦は一ヶ月ほど伊香保で滞在した後，
9月になって四万・草津などを遊歴した。このとき
の記録「上毛温泉遊記」には，「一市悉く焼けて只薬
師堂のみ残る。……然れど近年普請も大抵旧の如く
に出来て三層楼など壮大なる者多く，商家旅店軒を
列ね，実に山中には驚くばかりの繁華なり」と記し
ている（大槻 1938：21）。また「草津温泉由来記」
を引用して行基，「草津縁起」を引用して源頼朝にま
つわる由緒に言及しており（大槻 1938：27-28），
明記はしていないが，『上野名跡志』を参照している
と思われる。それは，内容がほぼ共通すること，文
亀 3年に宗長がここに来たことが「宗祇終焉記」に
見えと，来訪年の誤りを受け継いでいることから推
察される。
　表 1にあるように，明治に入って，日本武尊によ
る開湯伝説が加わる。確認できている初出は，1880
年の「上野国吾妻郡草津鉱泉療法一覧」である（図 3）。
これは，一枚物の案内で，温泉浴法，根元，誌（筆
者注，地域概況），産物，名所，鉱泉分析表から構
成されている。市川与平は草津の人で，前年に絵図
も出版している。なお，萩原進は，前橋の僧侶・釈
泰亮が安永（1772～80）頃に書いた『行脚随筆』に，
源頼朝を日本武尊に置き換えた開湯伝説があること
を紹介し，吾妻郡には日本武尊伝説がかなり分布し
ており，両者が混同されることも不思議ではあるま
いと述べている（萩原 1973：202-203）。このように，
日本武尊にまつわる叙述は，近世において皆無では
ないが 4），草津で伝えられたものではない。
図３　草津温泉の根元に関する叙述（例 1）
市川与平「上野国吾妻郡草津鉱泉療法一覧」部分（1880年，筆者蔵）
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　『日本書紀』には，日本武尊が蝦夷を平定した帰
路に，「碓日坂」に至り，亡くなった弟
おとたちばなひめ
橘媛をしのび，
「碓日嶺」に登って，東南を望んで「吾
あづま
嬬者
は や
耶」と三
度嘆いた，それゆえ「山東諸国」を「吾嬬国」と呼ぶ
ようになったとある。「碓日嶺」は，上野・信濃の
国境を通る東山道の碓氷峠とされ，東国（あずまの
くに）の地名説話として知られている。
　一方で，市川は，縁故により考えると「碓日嶺」
は「須ヶ尾ナルカ」としたうえで，「橘
［ママ］
姫ヲ懐ヒ嘆シ
テ曰吾嬬己」と宣べたことで，東方を「吾嬬郡」と
呼ぶとあり，東国ではなく吾妻郡の地名説話として
いる。「須ヶ尾」とは，須賀尾と長野原の間に位置
する須賀尾峠のことを指すと考えられる（図 2参
照）。また，上野国吾妻郡従一位白根神社は日本武
尊を祭り，白根山に鎮座すること，1873（明治 6）
年の社格選定時，草津温泉の囲山にある遙拝所を吾
妻郡の郷社として昔時の壮観に復したと記す。そし
て，日本武尊をもって草津温泉の開元としている。
　「須ヶ尾」を比定地とする同様の叙述は，出版者
の異なる同じ形式をとる小冊子の案内記（表 1の
1892年，1895年，1896年，1899年，1905年）にお
いても踏襲されている（図 4）。これらは旅館が宿
泊者に配布したものと考えられる。
　同じ 1880年，草津在住の折田佐吉が刊行した『草
津温泉の古々路恵』の「温泉起源」には，日本武尊
の記載はない。他方で，1567（永禄 10）年の武田
信玄の下知書が取り上げられている。これは，近辺
の民の訴えにより 6月 1日から 9月 1日まで，貴賤
にかかわらず草津湯治を禁じたというもので，本書
では，戦乱による負傷者が入浴に来て付近の田畑を
踏み荒らし耕作の妨げになることを訴えたとあり，
この古書は当地の某氏所蔵と紹介している。
　「上野国吾妻郡草津鉱泉療法一覧」に続く，日本
武尊に関する叙述は，1888（明治 21）年刊の湯本
平内『草津温泉誌』にみられる。1873（明治 6）年
に作製された草津村の地引絵図には，戸長，副戸長，
組頭 2名，総代 3名の署名があるが，総代の一人に
「湯本平内」とあり，村の役職者であったことがわ
かる。湯本は「建見原命東国ヲ遊歴シ始メテ此泉ヲ
発見」「養老年間行基尊者ノ検出」との説を引きつ
つも（湯本 1888：1丁），緒言では日本武尊や行基
の事跡は，邈
ばく
として考えることができないとしてお
り，慎重な態度を取っている。一方で，源頼朝の説
については，「二三ノ馮徴アルヲ以テ較信ナルニ近シ」
としている。さらに 1595（文禄 4）年の豊臣秀吉に
よる入浴の先触れに言及し，割注には，先触れは記
者が蔵するところで，1878（明治 11）年 9月天覧
の栄を賜ったとある。これは，明治天皇の北陸・東
海道巡幸の折と考えられる。また「寛保癸亥年徳川
大樹公試浴」と 1743年の徳川吉宗による江戸への
温泉の輸送にもふれている（湯本 1888：2-3丁）。
　当時，草津温泉の歴史が一般にどのように捉えら
れていたのかを，『読売新聞』の記事で確認したい。
　図４　草津温泉の根元に関する叙述（例 2）
　　　　市川久三郎『上州草津温泉入浴略案内記』
　　　　（1895年，筆者蔵）
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1899（明治 32）年 7月 9日，11日，12日の 3回に
わたって，石倉翠葉の署名記事「上毛草津温泉の歴史」
が掲載された。石倉は，草津をめぐる自然環境や近
年の景況を述べつつ，いまだ見るべき温泉誌がない
ので，これを補いたいとしている。表 1にあるよう
に，多くの事項に言及しており，まとまった叙述と
なっている。そこには，日本武尊が鳥居峠に登って
橘
［ママ］
姫を追慕したときに発見したとある。ただし，「碓
日嶺」を鳥居峠とする根拠はとくに示されていない
（図 2参照）。
　草津温泉の歴史について，詳しく述べているのは，
1905（明治 38）年の松永彦右衛門『上州草津温泉誌』
である。草津鉱泉取締所は，日露戦争後，軍人を歓
迎優待するため，軍隊に向けて温泉誌数万部を無料
で贈呈することを議決し，本書を 12月に刊行した。
冒頭には，本書や軍隊手帳，役場の証明書を持参す
れば，旅館の座敷料・夜具料，商店の商品，割烹店
の飲食費，人力車・駄馬・駕籠の賃銭などを割引す
ると謹告している。松永は，例言において，草津鉱
泉取締所の委嘱を受けて本書を編纂したと述べ，草
津温泉の案内記は粗雑で旧式に拘泥し実際に遠いも
ののみで惜しむべきの極みと，従来の案内書に低い
評価を与えている。
　「草津温泉の発見」の項では，まず，日本武尊東
征の帰途，鳥居峠に登り橘
［ママ］
姫を追慕したときに発見
した，郡を吾妻といい，山を吾妻（四
あづまや
阿）というの
は多少の因縁がないことはないとある（松永 1905： 
6）。追慕の地を鳥居峠としたことは，『上野名跡志』
の影響と考えられる。『上野名跡志』の「鳥居峠」の
項には，石の祠二社があり，日本武尊と橘
［ママ］
姫を祀り
吾妻権現と称する，このところが日本武尊が越えた
道の真跡だという。太古はこのあたりまで碓氷であ
り，吾嬬者耶の御言より吾妻郡となったらしいので，
いにしえの碓氷峠はこちらであろうかと叙述されて
いる（富田 1901： 初編下巻 38丁）。
　続いて松永は「草津温泉由来記」と「前上野志名跡
考」等に引ける「草津縁起」により，行基と源頼朝
の開湯伝説について述べている（松永 1905：6-7）。
既述のように「前上野志名跡考」という書目はなく，
『上野名跡志』と同じ表記となっていることから，
これを引き写していると判断される。『上野名跡志』
の活字版は 1882年と 1901年に出版されており，接
することが容易だったと思われる。
　さらに，表 1にあるように，行基，源頼朝，武田
信玄，近衛龍山，豊臣秀吉，徳川吉宗などの事項を
網羅し，堯恵「北国紀行」，宗長「宗祇終焉記」「東路
裏
［ママ］
」5），平沢旭山「漫遊文草」，清水浜臣「上信日記」
など多くの文献を紹介している （松永 1905： 7-16）。
本書以降に出版された案内書における温泉の起源や
由来では，ほぼ同じ事項が取り上げられており，松
永が原型を作ったと位置づけることができる。
Ⅳ　萩原太一郎『草津温泉』と「吾妻郡草
津町郷土誌」における叙述の比較
　ここでは，のちの歴史叙述に大きな影響を与えた
萩原太一郎『草津温泉』と「吾妻郡草津町郷土誌」を
取り上げて，比較検討を行う。
　草津鉱泉取締所が 1908（明治 41）年に発行した
『草津温泉』は，1911（明治 44）年から 1926（大正
15）年にかけて 5回の改訂増補を行っており，従来
の小冊子とは異なり，初版でも 149頁の分量をもっ
ていた。著者の萩原太一郎は長野原町の人で，萩原
秋水の名で書画などの作品も残している。第 5版の
序によれば，萩原は，初版のときは温泉取締所の書
記長を務め，のちに草津馬車合資会社や草津の旅館
の社長となったことがわかる（萩原 1922：序）。第
6版には，草津関係の文書の出版物を験せば大部分
この冊子から適取しており，合算すれば実に何十版
百万部近い出版物となったであろうと述べており
（萩原 1926：序），本書は長く流通し影響力を有した。
　萩原は「起源と沿革（うすひのふること）」の項で，
草津温泉の発見は遠く神代にありというも信ずべき
所は，日本武尊が東征の帰途に発見されたというも
ので，「妃橘姫」を追慕し「吾妻はや」と嘆いた地を
現今の碓氷嶺
とうげ
とするのは後世史家の誤りで，現在の
鳥居嶺
とうげ
が通御の旧跡であるという。二三の考証を施
すとして，次のような理由を挙げている（萩原
1908：80-82）。なお，以下の記号と下線は，比較検
討のために筆者が付したもので，「吾妻郡草津町郷土
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誌」と異なる箇所に下線を引いてある。
　A1：往古草莽を開いて道を通すときは必ず渓流
に沿う。されば皇子が通御されたのも河流に沿うこ
とが明らかで，利根川の末流より吾妻川の沿岸に随
い行く行く，鳥居嶺に立たれ，追慕の情が自ずから
湧き「吾
［ママ］
妻はや」の嘆声をもらされたのだろう。
　A2：鳥居嶺の頂上には，石像の大
おおとりゐ
華表があり，
和銅元年（708）の創設と彫刻されている。碓氷嶺
の道を開いたのは，文武天皇の大宝 2年（702）で
あり，上古は碓氷嶺よりは鳥居嶺のほうが交通の要
路であったに違いないと信じられる。
　A3：吾妻山（筆者注，四阿山）より連なる巒峰
を総称して碓氷の称がある。峠より吾妻山に登る
山
さんてん
巓に巨石の形が碓に似ているものがある。この凹
処の積雪が氷となり，極暑に里人がこの氷の厚薄を
検して，その年の豊凶を占う例がある。そのため最
も古い時代より山を称して「碓氷の山」と呼び倣わ
したのである。当時はこれを碓氷の山と称したのは
明らかである。
　A4：かりに現今の碓氷峠であるとしても，その
東南に吾妻という地はないけれど，鳥居峠とすれば，
その東南は実に吾妻郡である。中世交通の便は，碓
氷峠が鳥居峠に勝るところがあるため，遂に古事名
称までこれを奪って今日にいたったものである。ゆ
えに日本武尊が草津温泉を発見されたとするのも，
強ち附会の憶説とは断じられぬのである。草津温泉
の総鎮守に日本武尊を祀って，郷社白根神社と崇拝
していることも争われぬ事実とすることができる。
　続いて，沿革として次の事項を取り上げている
（萩原 1908：82-84）。
　B：光泉寺所蔵の『草津温泉由来記』には，元正
天皇の養老 5年，大和国菅原寺の行基僧正がこの地
に曳錫して初めて発見したと，お寺はお寺だけに坊
様に因みのあることが記録されている。
　C：後鳥羽天皇の建久 4年 3月，源頼朝が浅間山
麓に遊猟し，幕営を吾妻郡三原荘に置いた際，土豪
細野幸久を導者として山野を跋渉し風土地勢を視察
し，遂にこの温泉を発見した。幸久に姓を湯本と改
めさせ，吾妻郡を与え，この温泉を永遠に伝えさせ
たという。頼朝が入湯したことは，東鑑，曾我物語
等に明らかである。頼朝の入浴した湯を御座の湯と
称し，座した石を御座の石という。その石の上に頼
朝を祀る小祠が建つ。往時は吾妻郡西部を三原荘と
呼んだが，現今は嬬恋村に三原村という字があり，
わずかにその名残を留める。『前上野志名跡考』には，
右大臣源頼朝が建久 4年 8月 3日，信州三原御遊猟
のとき，白根大明神の鳥居の前まで狩りに入ると硫
黄の臭気がして烟が立っている。その地の住人御殿
助に叢を刈らせその地を掘らせると，自然とよき温
泉が湧き出た。これは必ず病を治すはずと，足利駒
王丸が病を試みると 7日で平癒した。右大臣は感じ
て御身も浴し，御心地快然となり，これは無双の温
泉であると宣って，その地を御殿助に給わったとい
う。
　D：要するに日本武尊が発見されたが一般の入浴
するまでに至らず，のち行基僧正の曳杖にてやや温
泉があるのを世に知られ，頼朝の入湯以来幕府の勢
いにつれてその名が著大になるに至ったものであろ
う。足利時代に至って僧俗の来浴が多く，永禄年間，
武田信玄が上州を領土とすると，草津温泉を傷病者
の療養所とし，現今の野戦病院の有様のようにした。
　Cの下線部には，松永（1905）の叙述を受けて，
頼朝の入湯は東鑑，曾我物語等に明らかとあるが，
『吾妻鏡』『曾我物語』には，草津に入湯したという
挿話はない。また，「草津縁起」の引用元の表記を誤っ
ており，叙述の内容も松永（1905）を引き写してい
る。さらに，この後に続く諸文献の紹介は，ほぼ松
永（1905）の記載のどおりとなっている。ゆえに，
独自の歴史叙述としては，日本武尊と鳥居峠にかか
わる部分が重要といえる。萩原は，附会の憶説とは
断じられぬとするが，彼の考証もその傾向をぬぐえ
ない。
　つぎに比較検討の対象とする「吾妻郡草津町郷土
誌」6）は，草津町役場の便箋に手書きで記されてい
る。群馬県では，1909（明治 42）年 9月 25日の訓
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令によって，1910年 6月 30日までに郷土誌を調製
し，市町村役場と市町村立小学校に備え付けること
を命じられ，県下で編纂事業が進められた。この訓
令には編纂の目的は明示されていないが，市町村レ
ベルで行政と教育が連携して郷土誌編纂を行い，そ
れを活用することを求めたものである（関戸
2009）。訓令には，自然界 6章 14節、人文界 7章
29節 39目という具体的な目次を掲げて，郷土誌に
記載すべきことを定めている。歴史叙述は，人文界
の 3章「郷土ノ沿革」，1節「口碑伝説偉人豪傑」で
行われている。
　「吾妻郡草津町郷土誌」の序には，下記のように
ある（句読点を付加）。
　　郷土ハ智識ノ源泉タルノミニアラズ亦心情知性
ノ陶冶者ナリ，山水ノ秀霊サテハ口碑伝説偉人
豪傑ノ徳業何レカ吾人ヲ感化セザルモノアラシ
ヤ。
　　人皆郷土ノ中ニ生レ之レガ感化ヲ受ケテ生育シ
之レガ事情ノ下ニ生活スルノミナラズ，将来其
智徳ヲ郷土ノ上ニ作用セシメ之レガ発展ノ為メ
ニ貢献セサセルベカラザルヤ論ナシ。而シテ各
町村皆ソレゾレ特殊ノ自然ト人文トシ有スベシ。
之レヲ調査蒐集シ顧ミテ其過去現在ヲ知リ，更
ニ進ミテ将来ヲ画策スルノ資トフスハ，町村ノ
発展上缼クベカラザルノ一事トナス。郷土誌編
纂ノ要，実ニ茲ニ存スト云フベシ。従来郷土誌
ノ編纂セラシタルコト一再ナラズト雖モ何レモ
其要求ヲ満タスニ遠シ。（略）思フテ茲ニ至レ
バ郷土誌編纂ノ任，亦重大ナルヲ感ゼズシバ非
ラス。故ヲ以テ多数調査委員ヲ設ケ細密ノ編纂
ヲナサレシコトヲ望ミ町会議員区長等トモ協議
スル所アリシガ，遂ニ其人ヲ得ザリシコソ遺憾
ナレ。（略）
　このように，郷土誌編纂は町村の発展に欠くこと
はできないと意義を認めつつも，十分な調査員を得
ることができず，短期間で仕上げることになった。
　「吾妻郡草津町郷土誌」における「口碑伝説偉人豪
傑」の節は，「一　草津温泉ノ名称」，「二　草津温泉
の発見」，「三　草津ト偉人豪傑」で構成されている。
これらの叙述は，萩原（1908）を写していることが
明らかで，下記の波線にある「鳥居嶺こそ皇子通御
の旧跡であると説くもの」とは，萩原太一郎を指し
ていると判断できる。なお，文頭の記号は原文のま
まで，おもな相違点には下線を付した。
　「二　草津温泉の発見」は，次のような内容となっ
ている。
イ　遠く神代にあるというも信じることはできな
い。
ロ　日本武尊が東征のとき，帰途，鳥居峠を通過さ
れるとき初めて発見した。郷社白根神社は尊を
祀るものである。
　附記：皇子は碓氷峠（筆者注，『日本書紀』では碓
日嶺）より東南を顧みて妃橘媛（同，弟橘媛）を
追慕して「吾妻ハヤ（同，吾嬬者耶）」と嘆き，こ
れよりその東南を吾妻（同，吾嬬）という。碓氷
嶺をその旧跡と称するが，それは後世史家の誤り
である。実は現在の鳥居嶺こそ皇子通御の旧跡で
あると説くものの言を挙げると
　一　萩原（1908）A1の下線部を削除するとほぼ
同じ。
　二　萩原（1908）A2の下線部を削除するとほぼ
同じ。
　三　萩原（1908）A3の下線部を削除するとほぼ
同じ。
　四　萩原（1908）A4と下線部を削除するとほぼ
同じだが，点線部がやや異なる。
　　　皇子の通過が鳥居峠であればこそ，その東南
に吾妻の郡がある。中世交通の便は，碓氷峠
が鳥居峠に勝るところがあるため，遂に古跡
名称まで奪われた憾みがあるという。
ハ　萩原（1908）Bとほぼ同じだが，点線部が異な
る。
　　　初めて発見し，衆生の病苦を救ったとある。
ニ　萩原（1908）Cの下線部を削除するとほぼ同じ
だが，点線部が異なる。
　　　細野幸久→細野御殿之助幸久
　　　『前上野志名跡考』→上野志名跡考
ホ　萩原（1908）Dの下線部を削除するとほぼ同じ。
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　続く「三　草津と偉人豪傑」は要約すると，以下
のような内容である。
イ　発見者として日本武尊，行基，源頼朝あり。
ロ　永禄 10年（1567），武田信玄が上州の領主とな
り，草津温泉を傷病者の療養所とし，現今の野
戦病院のようにした（武田氏下知書参考）。
ハ　文禄 4年（1595），豊臣秀吉が草津温泉に入浴
の志があり，先触れを出したが，故あって果た
せなかった。
ニ　寛保元年（1741），徳川吉宗より草津温泉試浴
の仰せがあり，同 4年にいたる間，温泉を遠く
江戸まで輸送した。のちにこれを御汲み上げの
湯と称し，今の湯畑がこれである。
ホ　天正 15年（1587），関白近衛龍山が草津温泉に
浴した。その和歌の真蹟が現に光泉寺にある。
ヘ　弘化（1845-48）の頃，高野長英と佐久間象山
が草津に至った。途中，白根山より渋峠への道
を横断すると，流れに毒があり，知らずに飲む
ことを慮り，右手の流れを指し「どくみづ」と
記す石碑を彫って建てた。
　武田信玄の下知書については，前述のように，6
月 1日から 9月 1日まで草津での湯治を禁じたもの
である。それがどのようにして，草津温泉を傷病者
の療養所としたという解釈につながるのかは理解し
がたい。松永（1905：8）に「今日の所謂野戦病院の
有様」という表現がある。松永（1905：16）では，
武田の下知書に関連して，草津温泉は最古の武神で
ある日本武尊によって発見され，有名な武将の源頼
朝により温泉場たる資格を作り，のち武田信玄，豊
臣秀吉等の諸豪傑によってその名声は天下に轟いた
ことによって，武士の入浴が非常に多く有名になり，
遂に野戦病院のごとき観を呈したと述べている。
　「吾妻郡草津町郷土誌」は，草津町役場と草津尋
常高等小学校によって調製されたもので，「郷土ノ沿
革」は尋常高等小学校の教師によって執筆されたと
思われる。知事の訓令から 9ヶ月ほどで原稿を用意
し，清書完成させるという日程からすれば，既存の
叙述に依拠せざるを得なかったのであろう。これま
での検討からわかるように，「吾妻郡草津町郷土誌」
の「草津温泉の発見」は，萩原（1908）が松永（1905）
を参照しつつ，独自に日本武尊と鳥居峠にかかわる
叙述を加えた『草津温泉』の「起源と沿革（うすひの
ふること）」を引き写したものであった。
Ⅴ　大正・昭和初期における歴史叙述
　萩原太一郎の『草津温泉』は，1908年の初版後，
1911年から 1926（大正 15）年にかけて 5回の改訂
増補によって出版が続いた。初版は附録として 2編
の寄稿を収録していたが，その後さまざまな人の著
述を集めた選集となって，6版では 230頁に増加し
た。そうしたなかで「起源と沿革（うすひのふるこ
と）」は，萩原秋水の署名で，わずかな表現の変更
のみで初版の叙述を引き継いでいる。
　1921（大正 10）年の戸丸国三郎『草津案内』では「草
津の地理と歴史」において，それぞれの事項を取り
上げ簡潔に叙述している。同年刊行の石田謙吉『草
津温泉案内』4版では，確なる證跡のある事柄のみ
を少し参考に供しておくとして，日本武尊を除いた
定番ともいえる事項に言及している（表 1）。
　萩原（1908）の影響を受けた叙述がみられるのは，
1922（大正 11）年の五十嵐治夫『風光明美草津温泉誌』
である。本書の「温泉の起源と沿革」では，萩原（1908）
の A3，A4の説を引きつつ，日本武尊による温泉の
発見について述べている（五十嵐 1922： 5-6）。また，
源頼朝の入浴されたことは「東鑑又は曾成
［ママ］
物語に記
明されてある」，『前上野名蹟考』には建久 4年 8月
3日源頼朝が三原に遊猟の時に温泉が湧出したとあ
るなど（五十嵐 1922：6-9），原典を確認せず，孫
引きした記載となっている。『曾我物語』の誤記だ
けでなく，『上野名跡志』において「前上野志名跡考等」
とあったのが，本書では『前上野名蹟考』と重ねて
誤った書名になっている。本書は草津外部で作成さ
れており，明確な誤りを正すものがいなかったので
あろう。
　草津の医師である布施廣雄による 1923（大正 12）
年の『草津温泉案内』でも，萩原（1908）と共通す
る事項を取り上げている。本書の「歴史と地理」の
なかで，鳥居嶺
とうげ
が日本武尊東征当時の碓氷嶺
とうげ
である
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と推しうる，鳥居嶺は古くより開通した通路であり，
地勢上通じやすく，東方に吾妻の地を有するなどの
有力な条件を備えるが，それらの是非は識者に待つ
として，由緒古き白根神社は日本武尊を奉祀して郡
内唯一の郷社とし崇拝しているのも尊と温泉と関係
があるように推せられる，と述べている（布施
1923：10-12）。
　1938（昭和 13）年には『草津町史』が刊行された。
著者の佐藤曾平は町会議員を 2期務めており，「本史
編纂に就て」によれば，1931年 1月，町長や旅館
主らと談笑のおり，年賀の祝酒に花が咲いて町史編
纂の議が起こり執筆を命じられ，責任ある調査に基
づき起稿したと述べている（佐藤 1938：1-2）。
　「草津温泉の創始」を要約すると，次のように慎
重な姿勢をみせている（佐藤 1938：3-4）。
　建久 8年 8月に源頼朝が発見して開いたという光
泉寺の草津由来記は，正治 2年に書いたもので建久
当時の記録ではないから丸呑みにすることができな
い。東鑑や曾我物語などからみて綜合するときは建
久 4年の説を有力とする。四万温泉の由来記に，建
久 4年に源頼朝が草津より猿渡（筆者注，沢渡）を
経て四万温泉に来たとの記録がある。三原野の狩り
は，山の温泉に世を忍んで潜伏する者が多かったゆ
え，平家や木曾の残党を狩って，後顧の憂いを除く
ためであったと察せられる。さればその頃は草津温
泉もすでに開けて旅宿も商店もあったので，ただ記
録がないから立証はできないが，建久時代の創始と
は思えない。
　養老 5年に行基が開くとの説も確たる記録がない。
光泉寺は正治年間に開山したことが信じられる。湯
本平内氏は，行基は堯恵の誤りだろうと書いた。
　その他，草津温泉の創始として異説様々ある日本
武尊の東征の時という。里芋と胡麻の伝説などもあ
るが，いずれにせよ温泉は建久以前の遠き昔より漸
次開けたものである。ただ記録がないのみである。
　次いで，「光泉寺蔵草津由来記」の全文を掲載して
いる（佐藤 1938：5-8）。ちなみに佐藤は，古き由
来記としては唯一のものとして，この文書の 1200
（正治 2）年という年記を疑ってはいないが，Ⅱで
記したように，近世作成の文書とされている。その
他の事項では，近衛龍山については「草津温泉名士
の足跡」で取り上げ（佐藤 1938：176-177），武田
信玄と豊臣秀吉については「附録」に関係文書を収
めている（佐藤 1938：222-225）。
　なお，上述の里芋と胡麻の伝説は，白根神社の伝
説として次のように記されている。日本武尊が東夷
征服のみぎり，近村の畑の畦道で里芋の葉で足をす
べらせ転んだところ，胡麻の枝で目を突き，草津の
湯で湯治して全快した。よって昔より三原郷の村人
は申し合わせて，その年より里芋と胡麻を植えない
ことを誓った（佐藤 1938：124）。
　神様がゴマで目を突いたために禁忌作物とする民
俗は各地にみられるので，それを日本武尊に置き換
えて伝えたものであろう。
　佐藤曾平『草津町史』は，おもに明治以降の草津
町の行政，教育，交通，通信などの記録をまとめた
ものであり，歴史叙述の分量はわずかで，詳しくな
い。そうしたなかで，記録の有無へのこだわりがみ
られることは，ほかの案内書にはない特徴といえる。
Ⅵ　おわりに
　群馬県では，1929（昭和 4）年に群馬県教育会に
よって『郷土読本』が刊行された。凡例には，青年
子女に郷土を理解させ，その愛護の精神を鼓吹し，
国民精神を涵養するために編纂したもので，小学校
上級児童および実業補習学校生徒等の読物に充てる
ことができるよう考慮したとある。本書に収められ
た 44の題材のうちの一つに「温泉の国上州」がある。
そこには，草津温泉の発見は最も古く，皇極天皇（在
位 642～645年）以前と伝えられ，爾来公卿・武将
等しばしば来浴とあるのみで，開湯伝説は語られて
いない（群馬県教育会 1929：205）。ただし，「上古
の毛野国」では，日本武尊が弟橘媛を追慕したこと
を取り上げ，上古の上毛が東国で王化普及中枢の地
であったことに想到するとの記載がある（群馬県教
育会 1929：48-49）。
　近世において光泉寺のかかわった由来記，奇効記，
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縁起など地元の草津で書かれたものでは，行基と源
頼朝による開湯伝説が定番となっていた。
　明治に入ると，日本武尊による開湯伝説が加わる。
確認できている初出は，1880年の市川与平「上野国
吾妻郡草津鉱泉療法一覧」である。その後，旅館の
配布する案内記においては，『日本書紀』にみえる「碓
日嶺」を「須ヶ尾」とし，日本武尊を草津温泉の開
元とする叙述が繰り返されている。
　一方，「碓日嶺」を鳥居峠とする説は，1899年の
石倉翠葉の記事や 1905年の松永彦右衛門『上州草津
温泉誌』に見出せる。これらは，19世紀半ばに編
まれた『上野名跡志』を参照していると判断される。
松永は，日本武尊，行基，源頼朝，武田信玄，近衛
龍山，豊臣秀吉，徳川吉宗などを取り上げており，
これ以降に出された案内書における歴史叙述の原型
を作った。
　1908年の萩原太一郎『草津温泉』における叙述は，
ほぼ松永（1905）の記載のどおりで，独自の歴史叙
述としては，日本武尊と鳥居峠にかかわる部分が重
要といえる。しかし，その説は牽強附会の傾向をぬ
ぐえない。そして草津町役場と草津尋常高等小学校
によって調製された1910年の「吾妻郡草津町郷土誌」
における「口碑伝説偉人豪傑」の叙述も，萩原（1908）
を引き写したものであった。
　その後大正期まで，萩原（1908）の影響が認めら
れるが，1938年の佐藤曾平『草津町史』では，記録
の有無へのこだわりがみられ，全体として慎重な叙
述となっている。
　草津温泉における歴史意識の特色として，温泉地
ゆえ傷病者の療養に適していることを対外的に広告
するため，多くの武将の入湯があったことを強調し
ていることがあげられる。一方で，多くの案内書に
おいて歴史的な考証は不十分であり，誤りを正すこ
となく，叙述が繰り返し写されていた。
　明治期に行基や源頼朝に加えて日本武尊の開湯伝
説が入った背景には，光泉寺を中心とした由緒にあ
る仏教的な要素を薄め，白根神社の再建にからみ，
神道を中心とする由緒が必要とされたことがあるの
ではないだろうか。神話の骨格を事実とする皇国史
観や日本武尊を祭神とする白根神社の郷社選定と
いった出来事の影響があったと推察される。
［付記］
　本稿の骨子は，2016年 6月に開催された第 59回歴史地理
学会大会（於：城西大学）において発表した。本研究は，
JSPS科研費 （基盤研究（C） 15K03004）の助成を受けたもの
である。
［注］
 1）白井（2004）など。
 2）羽賀（1998）など。
 3）近世の旅と参詣型往来物や地誌などの出版文化との関係
については，原（2013）に詳しい。
 4）武州御嶽山を事例にヤマトタケル由緒の創出と社会化の
過程を考察した岩橋（2010）によれば，19世紀初頭には
江戸周辺地域において，ヤマトタケルにまつわる伝承が社
会通念として定着していたという。
 5）松永（1905）は「宗祇終焉記」による来訪年を文亀 3年
と誤ったままで，「東路のつと」の書目に「裹」を「裏」とす
る誤字があり，ルビも「あづまじのうら」としている。萩
原（1908）もこの誤記を引き継いでいる。
 6）群馬県立文書館においてマイクロ資料として収蔵されて
いる。
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